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THE JAPANESE SOCIETY OF PHYCOLOGY 



日本 藻類 学会

日本泌類学会はJrI]f日27年Iζ設立され， ~梨学 lζ関心をもち， 本会の趣旨fC:et悶する個人及び団体の会員か らな
る。本会は定期刊行物「藻類」を年 41Ii]刊行し，会員l亡事I(料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学

生は 5，000円)を前納するものとする。団体会員の会資は 12，000円，賛助会員の会費は 1I二120，000円とする。

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4・16r学会センターピ

ル内」日本学会事務センター宛lζ，原稿の送付は 657神戸市灘区六甲台町1・1神戸大学理学部生物学教室内，日

本藻類学会編集委員会宛に，また，庶務一般およびノマックナンパ一等については， 606京都市左京区北白川追分

町 京都大学農学部熱帯農学専攻内，日本藻類学会宛にされたい。

The Japanese Society of Phycology 

The japanese Society ofPhycology， foundecl in 1952， is open to all who are interestccl in any aspect of 

phycology. Either indivicluals or organizations may become membels of the Society. The japanese Journal 
of Phycology (SdRUI) is published quartelヤ anddistributed to members free of charge. The annual ducs 
(1987) [or overseas members are 8，.100 Yen (sencl th巴陀mitt-anceto the Business Center for AcadeD1.ic 
Societies Japan， 4-16， Yayoi 2・choD1.e，Bunkyo・ku.Tokyo， 113 Japan). 

Manuscript for publication should be subnuttecl directly to the Eclitor-in-chicf， Prof. Y. Tsubo， Depart-
D1.ent of Biology， College of Liberal Arts， Kobe University， Tsurukabuto 1-2-1， Nada・ku，Kobe， 657 
Japan. Inquiries ancl other information regarcling lhe society should be adclressed to the Japanese Society 
of Phycology， cfo Division of Tropical Agriculture， Facu1ty of Agriculture， Kyoto University， Kita-
shirakawa・oiwakecho，Sakyo・ku，Kyoto， 606 Japan. 
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日本藻類学会秋季シンポジウムのお知らせ

本学会では日本植物学会第52岡大会(筑波大学)の

前日に，秋季シンポジウムおよび懇親会を下記のよう

に開催しますのでど出瓜ー下さい。

日 時:昭和62年11月25日(水)

15: 30-17: 30 シンポジウム

18・00-20:00 懇親会

シンホジウム会場:

〒305茨城県筑波群谷田部町小野川16-2

国J1公害研究所rr会議雪主

演題・;貧者.降水域の富栄養化と藻類の異常発生

(1)淡水赤潮の場合

門EEI 元(近畿大ザ・)

(2)アオコの場合

高村典子(悶立公害研究所)

座 長.有資約勝(東京水産大学)

参加申し込み・ シンポジウム参加は無料ですが，会場

準備の都合上，シンポジウムのみの出席を希望

する方も;(，記あてに業-alloでお申込み下さい。

会場周辺案内図

懇親会費・ 2，500円

懇親会'f1は，秋季シンポジウム懇親会資と明

記のうえ，郵便振替または現金書留にて下記

までお送り下さい。

シンポジウム参加申込・懇親会費送付先:

〒606京都市左京区北白川追分町

京都大学農学部熱帯袋学専攻内日本務類学会

郵便振替口座京都 4-47438

申込締切:JfRfn62年 8月31日(月)

世話人・ 渡 辺 信

〒305茨城県筑波群谷田部町小野JII16-2

国立公害研究所水質土嬢環境部

電話 0298-5ト6111

渡辺只之

干305茨城県新治群桜村天久保4ーl

国立科学博物館植物研究部

m話 0298-5ト5159

-1リー'f

会場への交通案内

。交通

ト JR東日本荒111沖駅東口より ，関東鉄道パス

手代木団地経由つくばセンタ ービル行乗車，公

害研前下車(約20分)
パスI時刻 14: 05， 14: 55 (62年 4月現在)

2. J R東日本荒川沖駅西口よりタクシーで約10分
(I，OOO円程度〕

3.懇親会終了後の交通は世話人側で考慮しており

ます。






